７月7日、七夕の願い電話作戦

 7日の七夕電話。実は感動的な会話が続きました。国民の切実な願いや選挙への思いがビンビン伝わる会話になりました。同時に、政治のこと経済のことが知られていないことへの怖さも感じた時間でした。①貧困で大学進学をあきらめざるを得ない社会について、それは甘えだと主張するお母さんの話。その方は親に金はないが、借金をして子どもを大学に行かせた。仕送りも授業料も親が払うことはなかったが、子どもさんがアルバイトをしながら自活して、大学を卒業。今でも奨学金返済をしていると話されました。志は高く立派だと思います。ご本人もそうした息子さんを誇りにされている様子でした。ですが、どうして政府はそうした人たちにお金を使わないのでしょうか？世界の先進資本主義国の中でも32位という日本の教育予算は異常ではないですか？それに能力は人それぞれです。家庭の事情も違います。決して甘えじゃなくて、進学をあきらめざるを得ない子どもさんは多いです。子どもの責任じゃないです。税金の使い方の問題です。生半可な気持ちで大学に行ってほしくないというお気持ちは大切です。しかし、多額の謝金を抱えて人生を再出発する子どもさんの中には、まともな就職先が得られず奨学金返済のために自衛隊に入られる方もおられます。これを経済的徴兵制といいますが、アメリカではすでにこれで兵隊が集められています。というような会話をしていると、高校はどうなのですか？小中学校は？と聞かれました。高校は無料でしょう？と話されましたので、それは民主党政権時のお話で、自民党政権になってから授業料の所得制限はありますが基本的に有料に戻りました。小中学も教材費が高いです。これからは電子機器を使った授業も始まりますがすべて買い取りにすると言っています。などの会話をしていると納得してくださいました。よくよく聞いていると情報源に乏しく、家計のやりくりで新聞もお止めになっていることを知りました。情報が閉ざされている中でも懸命に家族を守り、立派に子どもさんを育てられたお母さんがプライドを持って生活されている様子がよくわかりました。でも、そうしたお母さんを自己責任に追い遣っているのも政府です。情報が閉ざされ、選挙の投票先もお決めになっていない方でしたが、私の話がどこまで届いたでしょうか？チラシなどを読んでみると話されましたので、少し救われた思いです。②余命幾ばくもないと話す方との会話。食道がんと肺がんに侵され、たぶん今回の選挙が最後だと話されました。療養で家にいることが多く、国会中継などもよくご覧になっています。アベ首相は無茶だ。戦争法も許せない。年金を株に投資するなどバカなことをしていると話され、子どもや孫のためにもと支持を約束していただきました。野党の共闘はいいことだ。そうでないと安倍政権に勝てない。黒石さんは江田さんの後継者だろう。大切にしてほしい。江田さんは昔から知っている。支持者というわけじゃないがいい人だと思う。今回の選挙が最後だ。頑張ってと話されました。電話を切って涙が出そうでした。いろんな人がいる。電話って、ただ頼むだけじゃなく選挙を通して暮らしと人生を共有する大切な時間だと改めて感じました。政府の暴走を止める会話は自分を豊かにして、国民との絆を強め、闘いのふところを広げるいい機会だと感じました。七夕の願いは通じたように思います。
